























































































































































































































































習得 自己 自尊 対処 習得
興 味
相互作 聴衆
結果 効力感 感情 積極度 欲求 用不安 不安
言語 不安 と諸要因
との相関係数
－0．48 －0．61 －0．07 －0．23 0．0 3 －0．25 0．39 0．6 5




習得 自己 自尊 対処 習得
興味
相互作 聴衆
結 果 効力感 感情 積極度 欲求 用不安 不安
言語不安 と諸 要因
との相関係数
－0．13 －0．57 －0．20 －0．17 －0．07 －0 ．18 0．18 0．71
平　 均　 値 －0．31 －0．61 －0．23 －0．33 －0．01 －0 ．28 0．42 0．67
表3　日本人英語学習者：第二言語不安と諸要因との相関関係明細表
項　　　 目
習得 自己 自尊 対処 習得
興味
相互作 聴衆
結果 効 力感 感情 積極度 欲求 用不安 不安
言語不安 と諸要因
との相関係数
－0．34 －0．63 －0．43 －0．58 0．01 －0．40 0．70 0．66
平　 均　 値 －0．31 －0．61 －0．23 －0．33 －0．01 －0．28 0．42 0．67
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論文審査結果の要旨
王玲静の本研究は、中国人日本語学習者、中国人英語学習者及び日本人英語学習者の3グループ
を対象に、第二言語不安（Second LanguageAnxiety）に焦点をあて、習得結果（Results）、外
発的動機づけ（Extrinsic motivation）、内発的動機づけ（Intrinsic motivation）、自己効力感
（Self－efficacy）、自尊感情（Self－eSteem）、対人不安（SocialAnxiety）等の概念的要因を考慮に
入れ、理論及び実証の両面より第二言語習得における不安の本質と実態を明らかにすることを目的
としたものである。データの収集には350名程の被験者を対象に中国及び日本でアンケートを実施
し、そこから第二言語不安と動機づけ等の各要因との相関関係を係数として算出し、さらに調査対
象3グループ間の比較を度数及び平均値をもって表したものである。調査結果からわかったことと
それに対する考察は以下の通りである。
まず、3グループの相関係数から算出した平均値において、第二言語不安に影響を与える要因の
重要度は、対人不安、自己効力感、習得結果、内発および外的動機づけ、自尊感情の順になる。中
でも、第二言語不安は、対人不安と自己効力感とに強い相関がある。すなわち、第二言語不安は対
人不安と同質のものであり、自信の不足に最も関係している。
次に、3グループ間には第二言語不安の傾向でかなりの共通点が見られるが、相違点も見られる。
中国人英語学習者グループは3グループ内では、第二言語不安と諸要因との相関が最も弱い傾向が
見られ　日本人英語学習者グループはそれらの相関が最も強い傾向が見られる。中国人日本語学習
者グループはその中間に位置する。
最後に、教育実践の視点より第二言語不安と先で述べた各要因との相関関係結果を吟味しその意
義を議論する中で、第二言語不安を軽減のためには、可能な限り不必要な学習者の間の競争を避け
るべきあると示唆する。
本研究は実証的検討から得られた結果をもとに、第二言語不安軽減の方策について提案を行い、
第二言語習得の教育現場での実践を示唆しようとしたものである。これまでのこの分野での研究の
多くは、欧米語の学習者・母語話者を対象としたものであり、中国語・日本語の学習者・母語話者
をあつかった点で、本論文はユニークなものである。
論文審査においても王玲静は10章からなる自らの論文の内容を非常に要領よくまとめ解説し、審
査委員の質問にも明確に応答した。
本学大学院国際文化研究科教授会の選定した上記審査委員5名が博士審査を行った結果、王玲静
は自立した研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有する者であるとの結論にいたった。
よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。
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